
赤
人

「
神
岳
に
登
り
て
作
れ
る
歌
」

lま

じ

め

万
葉
集
の
題
詞
・
左
注
に
は
、
「
山
に
登
り
」

す
る
歌
が
何
首
か
あ
る
。
そ
れ
ら
の
歌
を
「
登
山
歌
」
と
呼
称
を
与

え
れ
ば
、
か
か
る
歌
を
詠
ん
だ
著
名
な
歌
人
は
、
高
橋
虫
麻
呂
と
山

部
赤
人
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
で
あ
れ
ば
、
登
山
も
極
あ
り
ふ

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
日
常
で
噌
ま
れ
る
娯
楽
の
対
象
で
す
ら
あ

る
。
し
か
し
、
万
葉
の
時
代
に
は
里
山
で
あ
っ
て
も
信
仰
・
祭
記
と

結
び
つ
か
な
い
娯
楽
の
対
象
と
し
て
の
登
山
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
或
い
は
山
に
登
る
こ
と
自
体
が
一
般
論
と
し
て
信
仰
・
祭

記
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
ま
い
か
。
と
に
か
く
赤
人
に
は
、
神
岳
に

登
っ
て
歌
を
創
作
し
た
長
歌
が
あ
る
。
こ
の
登
山
歌
は
、
赤
人
長
歌

を
代
表
す
る
一
首
で
も
あ
り
、
岸
正
尚
氏
が
注
目
す
る
「
恋
」
が
用

(l
)
 

い
ら
れ
て
い
た
り
、
明
日
香
故
京
を
十
一
一
句
も
用
い
て
鏡
舌
に
形
容

て
、
っ
た
っ
た
、
と

の
特
質

7に
フF木

斌

し
て
い
た
り
、
対
句
に
も
優
れ
た
冴
え
を
見
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

神
岳
に
登
る
歌
に
は
、
は
た
し
て
登
山
歌
と
し
て
の
特
徴
が
あ
る
の

か
を
探
り
、
こ
の
歌
の
本
質
に
迫
り
た
い
。

神
岳
に
登
り
て
山
部
宿
祢
赤
人
の
作
れ
る
歌
一
首
弁
せ
て

短
歌
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三
諸
の
神
名
備
山
に
五
百
枝
さ
し
繁
に
生
ひ
た
る

が
の
木
の
い
や
継
ぎ
継
、
ぎ
に
玉
か
づ
ら
絶
ゆ
る
こ
と
な

く
あ
り
つ
つ
も
止
ま
ず
通
は
む
明
日
香
の
旧
き
京
師

は

山

高

み

河

雄

大

し

春

の

日

は

山

し

見

が

ほ

し

秋

の

夜

は

河

し

清

け

し

朝

雲

に

鶴

は

乱

れ

タ

霧

に

河

蝦
は
さ
わ
く
見
る
ご
と
に
突
の
み
し
泣
か
ゆ
古
思
へ
ば

(
三
・
三
二
四
)

つ

反
歌

明
日
香
河
川
淀
さ
ら
ず
立
つ
霧
の
思
ひ
過
ぐ
べ
き
恋
に
あ
ら
な



く
に
(
三

・
三
二
五
)

一
、
明
日
香
の
神
岳

古
事
記
に
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
伊
吹
山
の
神
を
討
ち
取
り
に
登
山

を
す
る
が
、
神
に
打
ち
惑
わ
さ
れ
て
次
第
に
衰
弱
し
て
い
く
話
が
あ

る
。
常
陸
国
風
土
記
に
も
富
士
山
と
筑
波
山
と
に
親
神
が
山
登
り
を

し
て
い
る
が
、
し
か
し
山
と
は
神
の
依
代
で
あ

っ
た
り
、
神
そ
の
も

の
で
も
あ
っ
た
り
す
る
。
一
般
的
に
は
参
拝
す
る
た
め
の
登
山
が
な

さ
れ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
ま
た
歌
垣
が
筑
波
や
杵
島
の
山
で
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
、
記
紀
・
風
土
記
等
の
古
代
文
献
に
よ
っ
て
知
る
。

そ
の
他
国
見
や
占
い
を
は
じ
め
と
す
る
祭
杷
儀
礼
が
山
頂
等
で
も
行

わ
れ
て
い
た
。

ち
な
み
に
、
万
葉
集
で
は
山
を
描
く
時
に
、
川
も
登
場
し
て
い
る

例
が
多
い
。
こ
れ
は
、
聖
な
る
山
が
神
の
住
む
所
で
も
あ
り
、
そ
こ

で
は
生
命
の
再
生
や
復
活
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
海
も
同

様
で
あ
っ
た
。
元
々
稜
ぎ
は
海
で
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
真
水

で
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
海
の
果
た
し
た
役
割
が
川
へ
と
遡
っ
て

い
く
。
そ
し
て
海
は
川
に
よ
っ
て
山
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
山
と
里
に
住
む
人
間
を
結
び
つ
け
る
の
が
川
で
あ
る
た
め
に
、

山
が
主
題
の
歌
で
海
は
省
略
さ
れ
て
も
、
川
を
描
い
た
の
で
あ
る
ま

い
か
。
自
然
が
立
体
的
で
あ
る
の
は
、
或
い
は
人
間
の
生
活
が
都
会

と
田
舎
と
の
区
分
が
ま
だ
未
分
化
で
あ
っ
た
と
い
う
反
映
か
も
知

れ
な
い
。

と
に
か
く
山
を
描
写
し
た
里
の
人
間
を
そ
の
山
に
結
び
つ
け
る

の
が
川
で
あ
り
、
里
に
住
む
人
間
に
と
っ
て
は
、
川
に
導
か
れ
て

山
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、

吉
野
等
の
聖
地
で
も
山
と
川

が
対
句
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
山
と
川
の
神
の
存
在
に
も

関
わ
る
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
山
川
を
一
対
で
描
く
こ
と
が
土
地

を
必
要
且
つ
充
分
に
誉
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

聖
な
る
土
地
で
あ
れ
ば
宜
し
き
水
も
必
要
な
の
で
あ
る
。
藤
原
京

で
は
、
大
和
三
山
・

吉
野
山
と
宜
し
き
御
井
が
そ
れ
に
当
た
る
。

吉
野
宮
で
は
高
い
山
と
清
か
な
る
川
と
が
描
か
れ
て
、
そ
れ
が
祝

福
す
べ
き
土
地
の
誉
め
言
葉
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
里
山
に
は
神
と
目
さ
れ
た
山
も
あ
る
し
、
神
の
依
り
代

と
な
る
山
も
あ
る
。
そ
の
里
山
に
は
神
岳
、
雷
丘
、
御
室
山
、
神

奈
備
山
な
ど
の
神
そ
の
も
の
か
、
神
の
住
む
処
に
因
む
意
味
の
名

前
が
あ
る
。
引
用
し
た
赤
人
長
歌
の
「
神
岳
」
と
は
、
「
雷
正
」
か
、

(2) 

ま
た
は
「
甘
橿
の
丘
」

と
呼
ば
れ
る
岡
を

い
う
。
雷

E
と
言
え
ば
、

雄
略
紀
七
年
に
は
、
天
皇
が
三
諸
岳
の
神
の
姿
を
見
た
い
と
言
っ

た
の
で
、
蝶
車
が
大
蛇
を
捉
え
た
が
、
そ
の
大
蛇
が
雷
の
知
く
で

あ
っ
た
の
で
、
天
皇
が
雷
丘
に
放
た
れ
た
、
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

日
本
霊
異
記
上
巻
第

一
話
に
は
、
栖
軽
が
雷
を
捕
ら
え
た
正
が
雷
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の
岡
で
あ
り
、
死
後
も
雷
が
碑
文
の
柱
に
挟
ま
り
捕
ら
え
ら
れ
た
。

説
話
の
最
後
に
は
、
「
所
謂
故
京
の
時
に
名
づ
け
て
雷
の
岡
と
為
ふ
」

と
あ
っ
て
、
地
名
由
来
語
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
雷
に
せ

よ
、
大
蛇
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
水
に
関
わ
る
神
の
性
格
が
あ
る
。
一

方
、
甘
橿
の
岳
を
神
岳
と
す
る
時
、
そ
れ
は
如
何
な
る
事
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

皇
極
紀
三
年
に
、
蘇
我
蝦
夷
と
入
鹿
の
親
子
が
朝
廷
に
な
ぞ
ら
え

て
、
こ
の
甘
橿
の
丘
に
邸
宅
を
建
て
た
。
甘
橿
の
頂
上
か
ら
は
、
東

に
多
武
峰
、
西
に
葛
城
金
剛
連
峰
、
西
北
に
は
大
和
三
山
、
藤
原
京
、

さ
ら
に
南
に
橘
寺
、
槍
隈
が
一
望
の
下
に
あ
る
。
允
恭
紀
に
盟
神
探

湯
が
行
わ
れ
た
事
を
記
録
す
る
。
大
和
三
山
と
比
較
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
に
せ
よ
、
や
は
り
神
聖
な
鎮
め
の
山
で
あ
り
、
神
奈
備
山
で

も
あ
る
。

甘
橿
の
丘
は
、
現
在
物
見
の
丘
で
あ
る
。
明
日
香
故
京
を

一
望
に

す
る
正
に
は
、
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
登
る
。
し
か
し
、
赤
人
の
時
代
は

物
見
の

E
で
は
な
く
、
天
皇
を
は
じ
め
と
し
て
万
葉
の
歌
人
が
登

っ

て
、
な
に
や
ら
願
い
祈
る
神
奈
備
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
神
岳
に
登
る
歌
は
、
人
麻
呂
近
江
荒
都
歌

(
一
・
二

九
)
に
類
似
し
て
い
る
。
ま
ず
実
景
か
ら
説
明
し
て
序
と
し
て
い
る

こ
と
、
「
つ
が
の
木
の
い
や
つ
ぎ
つ
、
ぎ
に
」
が
一
致
す
る
こ
と
、

長
歌
の
結
束
部
「
も
も
し
き
の
大
宮
処
見
れ
ば
悲
し
も
」
が
赤

人
の
結
束
部
「
み
る
ご
と
に
突
の
み
し
泣
か
ゆ
古
思
へ
ば
」
と

類
似
す
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
赤
人
が
古
都
明
日
香
の
荒
廃
に
触

れ
て
い
な
い
の
は
、
近
江
の
荒
都
を
う
た
う
人
麻
呂
と
異
質
で
あ
る
。

さ
て
、
赤
人
が
ど
う
し
て
神
岳
に
登
っ
た
の
か
。
雷
丘
で
あ
れ
、

甘
橿
の

E
で
あ
れ
、
物
見
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
や
は
り
そ
れ
は
祭

把
を
行
う
登
山
で
あ
ろ
う
。
帝
国
正
で
あ
れ
ば
雨
乞
い
に
代
表
さ
れ
る

農
業
や
収
穫
の
祭
記
、
甘
橿
の
正
と
す
れ
ば
、
国
見
を
含
む
国
土
の

平
安
を
祈
る
祭
記
等
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
祭
把
で
あ
れ
ば

貴
人
の
お
侠
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
貴
人
か
ら
歌
を
赤
人
が
要
請

さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
中
西
進
氏
は
、
神
々

し
い
岳
に
一
宮
廷
歌
人
が
登
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
し
て
、
「
天

(3
)
 

皇
の
行
幸
に
従
っ
て
登
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
す
る
。
伊
藤
博
氏
は
、

「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
赤
人
は
、
後
宮
の
高
貴
な
人
び
と
に
従
っ
て
、

(4) 

今
明
日
香
に
来
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
す
る
。
や
は
り
一
人

旅
し
て
詠
ん
だ
歌
と
い
う
よ
り
、
祭
把
の
た
め
神
岳
に
登
っ
た
貴
人

か
ら
要
請
さ
れ
た
た
め
に
、
赤
人
は
人
麻
呂
近
江
荒
都
歌
の
伝
統
を

庶
幾
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
登
山
に
よ
る
歌
、
即
ち
、
祭
記
の
た
め
に
登
山
し
た

歌
に
は
、
特
徴
と
呼
ぶ
べ
き
性
格
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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、

登

山

歌

山
部
赤
人
に
は
、

「登
る
」
と
題
詞
に
記
し
た
長
歌
が
二
首
あ
る
。

「
神
岳
に
登
り
て
」
(
一
一
一

-
一一一
一
一四
)
と
題
す
る
一
首
と

「春
日
野
に

登
り
て
」
(
三

・
三
七
二
)
と
題
す
る
一
首
と
で
あ
る
が
、
万
葉
集

で
は

「:
:
:
登
る
」
と
す
る
登
山
歌
の
用
例
と
し
て
は
、
次
の
知
く

で
あ
る
。

①
天
皇
の
、
香
具
山
に
登
り
て
望
国
し
た
ま
ひ
し
時
の
御
製
歌

(一

・
二

題
詞
)

②
神
岳
に
登
り
て
山
部
宿
祢
赤
人
の
作
れ
る
歌
一
首

会
一
・
三
二

四
題
詞
)

③
山
部
宿
祢
赤
人
の
春
日
野
に
登
り
て
作
れ
る
歌

一
首
(
三
・

三

七
二

題

詞
)

④
筑
波
岳
に
登
り
て
、
丹
比
真
人
国
人
の
作
れ
る
歌

一
首

(
三

・

三
八
二

題
詞
)

⑤
大
伴
佐
提
比
古
の
郎
子
、
特
に
朝
命
を
被
り
、
使
を
藩
固
に
奉

る
。
蟻
梓
し
て
言
に
帰
き
、
精
蒼
波
に
赴
く
。
妾
松
浦
〔
佐
用

比
売
〕
、
こ
の
別
る
る
の
易
き
を
嵯
き
、
彼
の
会
ふ
の
難
き
を

嘆
く
。
即
ち
高
山
の
嶺
に
登
り
て
、
遥
か
に
離
れ
去
く
船
を
望

み
、
懐
然
み
て
肝
を
断
ち
、
賠
然
み
て
魂
を
錯
す
。
遂
に
領
布

を
脱
ぎ
て
摩
る
。
傍
ら
の
者
沸
を
流
さ
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
し
。

こ
れ
に
因
り
て
こ
の
山
を
号
け
て
領
巾
摩
の
嶺
と
日
ふ
。
乃
ち
、

歌
を
作
り
て
日
は
く
、
(
五

・
八
七

一

題
詞
)

⑥
同
じ
月
十

一
日
に
、
活
道
の
岡
に
登
り
、

一
株
の
松
の
下
に
集

ひ
て
飲
せ
る
歌
二
首
(
六
・

一
O
四
二
題
詞
)

⑦
右
は
、
神
亀
五
年
戊
辰
に
大
宰
帥
大
伴
卿
の
妻
大
伴
郎
女
、
病

に
遇
ひ
て
長
逝
す
。
時
に
勅
使
式
部
大
輔
石
上
朝
臣
堅
魚
を
大

宰
府
に
遺
し
て
、
喪
を
弔
ひ
井
せ
て
物
を
賜
へ
り
。
そ
の
事
既

に
畢
り
て
駅
使
と
府
の
諸
の
卿
大
夫
等
と
、
共
に
記
夷
の
城
に

登
り
て
望
遊
せ
し
日
に
、
乃
ち
こ
の
歌
を
作
れ
り
。
(
八
・
一

四
七
二
左
注
)

③
筑
波
山
に
登
ら
ざ
り
し
こ
と
を
惜
し
め
る
歌

一
首
(
八
・
一
四

九
七
題
詞
)

①
筑
波
山
に
登
り
て
月
を
詠
め
る
一
首

(九

・
一
七

一一一

題
調
)

⑬
検
税
使
大
伴
卿
の
、
筑
波
山
に
登
り
し
時
の
歌

一
首
(
九

・一

七
五
三

題
詞
)

⑪
筑
波
山
に
登
れ
る
歌
一
首
(
九
・
一
七
五
七
題
詞
)

⑫
筑
波
嶺
に
登
り
て
擢
歌
会
を
せ
し
日
に
作
れ
る
歌

一
首

(九
・

一
七
五
九
題
詞
)

⑬
昔
老
翁
あ
り
き
、
号
を
竹
取
の
翁
と
日
ふ
。
こ
の
翁
、
季
春
の

月
に
丘
に
登
り
遠
く
望
む
に
、
忽
ち
に
藁
を
煮
る
九
箇
の
女
子

に
値
ひ
き
。
百
矯
億
無
く
、
花
容
匹
無
し
。
時
に
娘
子
等
老
翁
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を
呼
び
喧
ひ
て
日
は
く
「
叔
父
来
た
れ
。
こ
の
燭
の
火
を
吹
け
」

と
い
ふ
。
こ
こ
に
翁
「
唯
唯
」
を
日
ひ
て
、
漸
に
超
き
徐
に
行

き
て
座
の
上
に
着
接
る
。
良
久
に
し
て
娘
子
等
皆
共
に
咲
を
含

み
相
推
譲
り
て
日
は
く
:
:
:
「
慮
は
ざ
る
外
に
偶
に
神
仙
に
逢

へ
り
、
迷
惑
へ
る
心
敢
へ
て
禁
ふ
る
所
な
し
。
近
く
狩
れ
し
罪

は
、
希
は
く
は
蹟
ふ
に
歌
を
も
ち
て
せ
む
」
と
い
ふ
。
す
な
は

ち
作
れ
る
歌
一
首
(
十
六
・
三
七
九

一

題
詞
)

⑭
天
平
勝
宝
五
年
の
八
月
十
二
日
に
、
二
三
の
大
夫
等
の
、
各
々

査
酒
を
提
げ
て
高
円
の
野
に
登
り
、
柳
か
に
所
心
を
述
べ
て
作

れ
る
歌
三
首
(
二
十
・
四
二
九
五
題
詞
)

以
上
の
用
例
が

「登
山
歌
」
の
全
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
知
ら

れ
る
こ
と
は
、
筑
波
山
に
関
わ
っ
て
い
る
歌
が
多
く
あ
っ
て
、
例
と

し
て
⑨
⑤
命
通
⑪
⑫
で
あ
る
。
そ
の
筑
波
山
と
は
、
歌
垣
の
行
わ
れ

る
場
所
で
あ
る
。
山
に
登
り
月
を
眺
め
て
作
る
歌
も
あ
る
が
、
登
山

の
基
本
は
筑
波
山
で
行
わ
れ
た
歌
一
知
一
の
場
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

筑
波
山
と
は
、
常
陸
国
風
土
記
に
、
山
の
形
容
と
し
て
二
上
で
あ
る

こ
と
、
春
秋
に
男
女
が
飲
食
を
伴
う
遊
楽
を
す
る
こ
と
、
そ
の
時
に

謡
わ
れ
る
民
謡
が
沢
山
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
諺
と
し
て
、
「
筑
波
峰

の
会
に
鰐
の
財
を
得
、
ざ
れ
ば
、
児
女
と
せ
ず
と
い
へ
り
」
と
あ
る
。

男
体
山
(
八
七
O
M
)
、
女
体
山
(
八
七
六
肘
)
の
二
峰
か
ら
な
る

古
代
の
信
仰
の
山
で
も
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
、
双
児
峰
は
越
中

の
二
上
山
も
含
め
て
聖
な
る
場
所
で
あ
る
。
万
葉
の
時
代
か
ら
登
山

の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
数
少
な
い
例
で
も
あ
る
。

筑
波
山
の
登
山
と
い
っ
て
も
今
日
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
性
格
が
皆
無

で
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
遊
楽
を
目
的
と
し
て
い
る
雅
な
宴
の
場

が
想
定
さ
れ
る
に
せ
よ
、
や
は
り
基
本
は
信
仰
に
基
づ
く
歌
垣
等
の

背
景
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
表
面
的
に
は
遊
興
と
考
え
ら

れ
そ
う
な
月
見
の
歌
、

天
の
原
雲
な
き
宵
に
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
の
入
ら
ま
し
く
惜

し
も
(
九

・
一
七
一

一
一)

も
、
「
夜
渡
る
月
の
入
ら
ま
く
惜
し
も
L

と
う
た
う
と
こ
ろ
に
「
月

見
」
を
主
題
と
す
る
登
山
と
い
う
意
味
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
「
歌
垣
」

と
い
っ
た
目
的
に
付
随
し
た
雅
な
遊
芸
の
趣
も
そ
こ
に
あ
り
そ
う
で

あ
る
。
即
ち
、
月
の
隠
れ
る
の
を
惜
し
む
と
い
う
表
面
上
の
意
味
の

背
後
に
、
そ
れ
は
歌
垣
の
場
で
あ
る
約
束
さ
れ
た
夜
の
時
聞
が
過
、
ぎ

去
る
こ
と
に
対
す
る
恨
む
気
持
ち
を
込
め
て
い
る
、
と
理
解
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
筑
波
山
と
対
比
さ
れ
る
東
国
の
代
表
的
な
山
に
富
士
山
が

あ
る
。
赤
人

2
7
一一
一
一
七
、
三
一
八
)
と
高
橋
虫
麻
巴
(
三
了
二
一

一
九
1
一二一

一
一
)
の
長
歌
群
は
、
ど
ち
ら
も
叙
景
歌
で
あ
り
、
彼
ら

が
富
土
を
旅
中
に
見
た
と
い
う
体
験
を
踏
ま
え
た
賛
歌
と
な
っ
て
い

る
。
「
語
り
継
、
き
言
ひ
継
、
ぎ
行
か
む
不
尽
の
高
嶺
は
」
合
三
七
)
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ゃ
「
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
(
三
一

九
)
と
言
、
っ
長
歌
の
結
束
部
は
、
伝
統
の
賛
歌
表
現
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
赤
人
と
虫
麻
呂
を
除
く
万
葉
例
六
首
は
、
全
て
が
作
者
の
知

ら
れ
な
い
相
聞
歌
で
あ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
登
山
の
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
。

東
歌
と
巻
十
一
と
で
は
、
少
し
く
内
容
に
隔
た
り
が
あ
る
。
巻
十

一の
二
首

(
二
六
九
五
・

二
六
九
七
)
は
、
人
知
れ
な
い
恋
の
思
い

を
噴
火
す
る
富
士
の
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し
て
い
る
。
人
知
れ
ず
密
か

に
心
で
燃
え
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
東
歌
の
四
首
(
三
三
五
五
・
三

三
五
六
・
三
三
五
七

・
三
三
五
人
)
は
、
そ
の
土
地
に
生
活
す
る
視

点
か
ら
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
火
柱
の
立
つ
富
士
と
い
う
固
定

観
念
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
共
通
す
る
の
は
、
恋
歌
に
登
場
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
登
山
の
対
象
と
し
て
の
山
は
、
①
香
具
山
、
③
春
日
野
、

⑤
領
巾
山
、

⑥
活
道
の
岡
、
⑦
記
夷
の
城
、
⑬
丘
、
⑭
高
円
の
野
と

い
う
一
例
ず
つ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
山
登
り
で
は
里
山
の
範
曙
に

属
す
る
。

ま
ず
①
の
香
具
山
は
国
見
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
香
具
山
は
、

「天
の
」
と
い
う
額
調
が
添
え
ら
れ
る
言
わ
ず
と
知
れ
た
聖
山
で
あ

る
。
妻
争
い
の
三
山
歌
(
一

・
十
二
乙
が
と
り
わ
け
著
明
で
あ
る
が
、

「
伊
予
国
風
土
記
」
(
『
釈
日
本
紀
」
所
収
)
に
、
天
上
に
あ
っ
た
天

の
香
具
山
が
降
っ
て
き
て
、

二
つ
に
分
か
れ
た
一
つ
が
大
和
の
香
具

山
、
も
う

一
つ
が
伊
予
の

「天
山
」
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。
記
紀
に

よ
れ
ば
、
香
具
山
の
植
物
を
祭
式
に
用
い
た
り
、
宮
廷
の
祭
儀
が
香

具
山
で
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。
神
武
紀
に
香
具
山
の
土
を
採
っ
て
、

国
土
を
占
有
す
る
た
め
の
呪
術
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
大
和
国
の
鎮

め
の
山
が
香
具
山
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
で
は
、
鴨
足
人
が
故
郷
の
山

と
し
て
い
る
し
、
大
伴
旅
人
が
や
は
り
故
郷
を
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
藤
原
京
で
は
持
統
天
皇
の
「
衣
乾
し
た
り
天

の
香
具
山
」
(
二
人
)
と
も
う
た
わ
れ
て
い
る
。
明
日
香
・
藤
原
時

代
の
シ
ン
ボ
ル
の
山
で
あ
る
。

⑤
領
巾
山
は
別
れ
の
た
め
に
領
巾
を
振
る
た
め
の
山
登
り
で
あ
る
。

山
の
頂
、
峠
、
あ
る
い
は
国
境
な
ど
で
は
、
領
巾
を
ふ
っ
て
別
れ
を

惜
し
む
の
で
あ
る
。
領
巾
振
り
自
体
に
意
味
が
あ
る
こ
と
は
無
論
の

こ
と
で
あ
る
が
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
別
れ
を
惜
し
む
の
は
、
古
今
を

通
じ
た
共
通
の
感
情
で
あ
る
。

一
方
、
雷
岳
、
甘
橿
の
丘
、
香
具
山
等
に
登
る
と
い
う
行
為
の
背

景
と
は
や
や
異
に
す
る
の
が
⑥
活
道
の
岡
、
⑬
丘
、
⑬
高
円
で
あ
る
。

活
道
(
い
く
じ
)
と
は
、
生
き
る
道
と
も
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

家
持
が
安
積
皇
子
を
悼
ん
だ
挽
歌
に
「
御
心
を
見
し
明
め
ら
し

活
道
山
」
(
三

・
四
七
八
)
と
あ
っ
て
、
心
を
晴
れ
や
か
に
さ
せ
た

山
と
し
て
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
登
り
に
は
、
行
楽
に
よ
る
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宴
席
の
場
も
当
然
考
え
ら
れ
る
。

⑦
記
夷
の
城
で
は
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
に
築
紫
に
お

け
る
旅
人
を
中
心
に
し
た
文
芸
の
世
界
が
あ
る
。
雅
な
こ
と
が
優
先

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
登
山
歌
が
全
て
祭
記
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の

で
も
な
い
が
、
行
楽
的
な
山
登
り
も
例
外
的
に
存
在
す
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

さ
て
、
赤
人
が
詠
ん
だ
も
う
一
首
の
③
登
山
歌
に
登
場
す
る
春
日

野
と
は
、
野
遊
び
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。
巻
十
に
は
、

煙
を
詠
め
る

春
日
野
に
煙
立
つ
見
ゆ
少
女
ら
し
春
野
の
う
は
ぎ
採
み
て
煮
ら

し
も
(
一
八
七
九
)

野
遊

春
日
野
の
浅
茅
が
上
に
思
ふ
ど
ち
遊
ぶ
今
日
の
日
忘
ら
え
め
や

も
(
一
八
八
O
)

春
霞
立
つ
春
日
野
を
行
き
帰
り
わ
れ
は
相
見
む
い
や
毎
年
に

(
一
八
八
こ

春
の
野
に
心
展
べ
む
と
思
ふ
ど
ち
来
し
今
日
の
日
は
暮
れ
ず
も

あ
ら
ぬ
か
(
一
八
八
二
)

も
も
し
き
の
大
宮
人
は
暇
あ
れ
や
梅
を
挿
頭
し
て
こ
こ
に
集
へ

る
(
一
八
八
三
)

と
、
歌
が
一
括
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

赤
人
の
長
歌
に
あ
る
「
春
日
を
春
日
の
山
の
」
(
三

・
三
七
二
)

と
い
う
冒
頭
は
、
「
春
日
を
」
と
い
う
枕
調
が
こ
の
一
例
だ
け
と
い

う
ば
か
り
か
、
春
と
い
う
季
節
と
、

山
で
あ
れ
ば
筑
波
の
歌
垣
、
野

で
あ
れ
ば
野
遊
び
を
連
想
す
る
。
叙
情
の
中
核
で
あ
る
結
束
部
の
三

匂
は
、
「
立
ち
て
ゐ
て
思
ひ
そ
わ
が
す
る
逢
は
ぬ
児
ゆ
ゑ
に
」

と
あ
る
の
は
、
こ
の
歌
が
相
聞
の
内
容
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
春
日
野
が
東
国
筑
波
の
中
央
版
で
あ
る
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
万
葉
集
で
「
春
日
野
」
を

う
た
っ
て
い
る
例
は
、
相
聞
歌
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

春
日
野
と
は
、
三
笠
山
、
香
山
、
花
山
等
を
春
日
山
と
い
う
の
で

あ
る
か
ら
そ
れ
ら
の
山
を
背
景
に
し
た
野
で
あ
る
。
今
で
も
春
日
大

社
な
ど
も
あ
っ
て
欝
蒼
と
し
た
原
生
林
も
残
さ
れ
て
い
る
。
野
で
あ

り
な
が
ら
、
「
登
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
山
と
同
様

の
発
想
が
あ
っ
た
。
野
に
登
る
と
は
、
春
日
野
の
山
に
登
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
長
歌
と
反
歌
に
「
高
座
の

三
笠
の
山」

を
登
場
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
野
に
登
り
歌
垣
、
乃
至
は
野
遊
び
に
参

加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
基
づ
き
創
作
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
神
岳
と
は
、
ど
う
い
う
山
で
あ
る
の
か
。
名
称
に
神
聖
を
冠

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
神
が
住
む
特
別
な
山
で
あ
り
、
信

仰
な
ど
の
対
象
で
も
あ
ろ
う
。
神
岳
を
雷
の
丘
と
考
え
れ
ば
、
柿
本
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人
麻
呂
の
、

大
君
は
神
に
し
座
せ
ば
天
雲
の
雷
の
上
に
庫
ら
せ
る
か
も
(
三
・

二三
一五
)

も
思
い
出
さ
れ
る
。

人
麻
呂
が
神
と
す
る
持
統
天
皇
は
、
吉
野
賛
歌
で
は
国
見
を
す
る

の
で
あ
る
が
、
雷
の
丘
で
は
仮
の
宿
り
を
さ
れ
て
い
る
。
持
統
が
吉

野
に
在
位
期
間
に
三
十
一
回
も
行
幸
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
の
一

つ
に
聖
地
に
赴
き
、
生
命
の
復
活
・
再
生
な
ど
の
祭
杷
が
試
み
ら
れ

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
に
か
く
高
い
と
こ
ろ
か
ら
の
眺
望
を

期
待
し
て
、
川
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
吉
野
に
行
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
雷
の
正
に
は
、
何
故
に
行
幸
し
て
、
宿
り
を
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
香
具
山
、
吉
野
の
み
な
ら
ず
筑
波
山
に
も
国
見
が
登
場

す
る
が
、
神
岳
で
も
天
皇
行
幸
が
行
わ
れ
、
国
見
の
儀
式
等
が
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
ら
か
の
祭
杷
の
た
め
に
神
岳
登
山
が

為
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

対

表

現

句

神
岳
に
登
る
長
歌
の
特
徴
は
、
ま
ず
対
句
表
現
に
あ
る
。
人
麻
日

に
も
山
と
川
、
春
と
秋
、
朝
と
夕
べ
等
の
対
句
表
現
が
試
み
ら
れ
て

い
る
が
、
赤
人
の
そ
れ
と
は
比
較
出
来
な
い
。
例
え
ば
、
吉
野
賛
歌

と
い
う
統
一
し
た
主
題
の
作
品
を
比
較
し
て
も
明
か
で
あ
る
。

全
体
が
一
一
十
五
句
か
ら
な
る
神
岳
登
山
長
歌
は
、
ま
ず
約
半
分
の

十
二
句
で
故
郷
で
も
あ
る
旧
き
都
を
提
示
す
る
。
第
十
三
百
句
の

「
山
高
み
」
か
ら
第
二
十
二
句
目
の
「
河
蝦
は
さ
わ
く
」
ま
で
の
十

句
が
、
明
日
香
を
対
句
で
描
写
し
て
い
る
。
そ
の
対
句
の
基
本
は
、

山
と
河
を
対
照
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
試
み
に
、
山
と
河
を

意
味
で
整
理
す
る
時
、

〔

山

〕

高

春

日

見

朝

雲

鶴

乱

〔

河

〕

雄

大

秋

夜

清

タ

霧

河

蝦

際

と
言
う
こ
と
に
な
る
。

即
ち
、
山
と
川
の
対
照
は
、
春
の
日
と
秋
の
夜
、
朝
雲
と
タ
霧
、

鶴
と
河
蝦
、
さ
ら
に
高
み
と
雄
大
し
、
見
が
ほ
し
と
清
け
し
、
乱
れ

と
駿
(
さ
わ
く
)
と
い
う
対
応
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま

さ
し
く
徹
底
的
な
対
句
構
成
の
長
歌
で
あ
る
。
旧
都
が
山
が
高
く
、

河
が
雄
大
で
あ
る
と
は
、
誉
め
言
葉
で
あ
る
が
、
一
体
ど
う
い
う
明

日
香
の
事
実
に
基
づ
く
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
現
実
に
見

て
い
る
写
実
の
景
観
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
春
に
山
を
見
た
い
、
秋

に
河
が
す
が
す
が
し
い
、
さ
ら
に
朝
雲
に
鶴
が
乱
れ
飛
び
、
タ
霧
に

河
蝦
が
鳴
き
叫
ぶ
と
は
、
ど
う
言
う
背
景
を
持
つ
表
現
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
本
質
は
、
旧
都
を
追
慕
し
て
い
る
に
せ
よ
、
赤
人
の
望
み
見

て
い
る
現
実
に
基
づ
き
想
像
力
を
か
く
も
対
照
さ
せ
て
描
写
さ
せ
た

の
は
、
既
に
季
節
を
越
え
た
神
話
世
界
と
も
ニ
=
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こ
こ
に
あ
る
の
は
、
赤
人
の
創
造
し
た
理
性
の
世
界
で
あ
る
。

描
写
は
、
静
止
的
な
、
ま
た
絵
画
的
な
描
写
が
続
い
た
後
に
、

「
鶴
は
乱
れ
」
「
河
蝦
は
さ
わ
く
」
と
い
う
視
覚
と
聴
覚
に
う
っ
た
え

る
描
写
に
展
開
す
る
が
、
こ
の
発
展
は
、
景
を
静
止
か
ら
動
態
へ
、

空
中
か
ら
地
上
へ
と
言
う
立
体
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
対
句
に
拘
泥
し
た
歌
と
言
う
こ
と
で
は
、
額
田
王
の
春
秋

争
い
を
う
た
っ
た
長
歌
(
一
・
十
六
)
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、

春
と
秋
と
の
比
較
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
烏
と
花
、
山
と
草
、
黄
葉
と

青
葉
等
を
対
照
さ
せ
て
い
る
が
、
全
体
十
八
句
か
ら
な
る
長
歌
で
あ

り
な
が
ら
、
春
の
描
写
が
十
句
、
秋
の
描
写
が
六
匂
と
い
う
非
対
称

を
示
し
、
さ
ら
に
結
論
が
「
そ
こ
し
恨
め
し
秋
山
わ
れ
は
」
と
い

う
意
外
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
赤
人
の
作
品
で
対
句
に
拘
り
を
示
し
て
い
る
作
品
は
、

吉
野
賛
歌

(六

・
九
二
三
、
九
二
六
、

一
O
O
五
)
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
吉
野
賛
歌
は
、
小
野
寛
氏
の
指
摘
す
る
「
:
・
は
型
」
の
長
歌
形

(5
)
 

式
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
対
句
に
よ
っ
て
叙
述
の
展
開
が
試
み

ら
れ
た
こ
と
で
も
同
質
で
あ
る
。

山
部
宿
祢
赤
人
の
作
れ
る
歌
二
首
弁
せ
て
短
歌

や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
の
高
知
ら
す
吉
野
の
宮
は
畳

づ

く

青

垣

隠

り

川

次

の

清

き

河

内

そ

春

ベ

は

花

咲

秋
さ
れ
ば
霧
立
ち
渡
る
そ
の
山
の
い
や
ま

I 

き
を
・
を
り

す
ま
す
に
こ
の
川
の
絶
ゆ
る
こ
と
無
く

大
宮
人
は
常
に
通
は
む
(
六

・
九
二
三
)

や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
は
み
吉
野
の
秋
津
の
小
野
に

野
の
上
に
は
跡
見
す
ゑ
置
き
て
み
山
に
は
射
目
立
て
渡

し

朝

猟

に

鹿

猪

履

み

起

し

タ

狩

に

烏

踏

み

立

て

馬

並
め
て
御
猟
そ
立
た
す
春
の
茂
野
に
(
六
・
九
二
六
)

八
年
丙
子
の
夏
六
月
、
吉
野
の
離
宮
に
幸
し
し
時
に
、
山

部
宿
祢
赤
人
の
、
詔
に
応
へ
て
作
れ
る
歌
一
首
弁
せ
て
短
歌

や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
の
見
し
給
ふ
吉
野
の
宮
は
山

高
み
雲
そ
た
な
引
く

川
速
み
瀬
の
音
そ
清
き
神
さ
び

て
見
れ
ば
貴
く
宣
し
な
へ
見
れ
ば
清
け
し
こ
の
山
の

尽
き
ば
の
み
こ
そ
こ
の
川
の
絶
え
ば
の
み
こ
そ
も
も
し

き
の
大
宮
所
止
む
時
も
あ
ら
め
(
一

O
O
五
)

赤
人
が
詠
ん
だ
吉
野
賛
歌
三
首
の
特
徴
は
、
ー
が
人
麻
日
吉
野
賛

歌
(
三
六
・
三
七
)
の
宮
送
一
固
め
、

E
が
人
麻
白
人
麻
呂
吉
野
賛
歌

(
三
八

・
三
九
)
の
君
誉
め
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
対
句
と
言
う
点

で
は
、
山
と
河
の
対
比
を
基
調
と
し
た
対
句
と
国
土
支
配
儀
礼
に
基

づ
く
狩
猟
を
対
句
で
そ
れ
ぞ
れ
描
写
し
て
い
る
。
田
で
引
用
し
た
吉

野
賛
歌
は
、
明
ら
か
に

I
の
吉
野
賛
歌
と
同
質
の
山
と
河
を
基
準
に

し
て
対
句
で
吉
野
の
宮
を
形
容
し
て
い
る
。
ー
と

E
の
対
句
数
は
、

十
二
句
で
あ
り
、
宮
を
徹
底
的
に
山
と
河
と
の
比
較
で
描
写
し
て
い
る
。

も
も
し
き
の

E m
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ー
と
田
の
長
歌
を
山
と
川
で
対
句
を
意
味
で
整
理
す
る
と
次
の
通

り
で
あ
る
。

〔山〕
〔川
〕

〔山
〕

I 

雲 j青青
た河垣
な内隠
ヲl
く秋春

尽
き

花
咲
ま
す
ま
す

霧
立
絶
ゆ
る
こ
と
無
く

神

さ

び

見

れ

ば

貴

畳川
次
山
高
ば
こ
そ

川
速
瀬
の
音
清

ば
の
み
こ
そ

吉
野
賛
歌
と
神
岳
登
山
歌
の
対
句
に
対
す
る
形
容
の
拘
り
と
し
て

は
、
同
質
の
も
の
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
そ
こ
に
は
根
本

的
な
相
違
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

即
ち
、
日
と
夜
、
朝
と
夕
、

さ
ら
に
鶴
と
河
蝦
と
言
っ
た
詳
細
で
多
面
的
な
表
現
の
発
展
が
吉
野

賛
歌
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
形
骸
し
て
し
ま
っ
た

吉
野
歌
の
伝
統
が
あ
る
。
神
岳
に
登
る
歌
の
特
色
で
あ
る
対
句
表
現

の
多
様
な
対
応
こ
そ
が
登
山
に
基
づ
く
視
野
の
拡
が
り
が
も
た
ら
し

た
も
の
で
な
い
か
。
即
ち
、
鶴
が
乱
れ
、
河
蝦
が
さ
わ
ぐ
と
い
う
描

写
の
展
開
な
ど
に
繋
が
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
或
い
は
、

朝
と
夕
、

春
と
秋
な
ど
も
人
麻
日
時
代
に
完
成
し
た
対
句
で
あ
る
が
、
赤
人
が

用
い
た
の
は
、

山
か
ら
見
る
と
い
う
視
点
が
あ
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。

対
句
の
冴
え
を
神
岳
に
登
る
長
歌
が
示
す
の
は
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら

見
る
、
即
ち
鳥
服
す
る
行
為
に
基
づ
く
視
野
の
拡
が
り
に
よ
る
、
と

E 

〔川
〕

見
れ
ば
清

宜
し
な
へ

耐
え

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

吉
野
宮
と
明
日
香
故
京
を
そ
れ
ぞ
れ
が
形
容
し
て
提
示
す
る
表
現

は
、
さ
ら
に
異
な
る
。
吉
野
賛
歌
で
は

「
や
す
み
し
し
わ
ご
大
君

の
高
知
ら
す

吉
野
の
宮
は
」
(
九
二
三
)
で
あ
り
、
「
や
す
み
し

し
わ
ご
大
君
の
見
し
給
ふ

吉
野
の
宮
は
」
(
一
O
O
五
)
で

あ
る
の
に
、
神
岳
の
歌
は
「
三
諸
の
」
か
ら
始
ま
り

「旧
き
京
師
は
」

ま
で
が
十
二
句
も
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
実
景
と
思

え
る
「
五
百
枝
さ
し
繁
に
生
ひ
た
る
つ
が
の
木
の
い
や
継
ぎ

継
ぎ
に
し
等
に
も
一
不
さ
れ
て
い
る
明
日
香
旧
都
に
対
す
る
こ
の
拘
り

は
、
赤
人
の
何
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
日
香
と
は
、
推
古
天
皇
、
箭
明
天
皇
、
自
主
極
天
皇
、
孝
徳
天
皇
、

斉
明
天
皇
、
天
智
天
皇
、
弘
文
天
皇
、
天
武
天
皇
、
持
統
天
皇
、
文

武
天
皇
が
都
と
し
て
い
た
。
孝
徳
天
皇
、
天
智
・
弘
文
時
代
に

一
時

期
難
波
と
近
江
に
都
が
移
さ
れ
て
い
る
が
、
元
明
天
皇
が
奈
良
に
選

都
す
る
以
前
約
百
二
十
年
ほ
ど
都
が
お
か
れ
て
い
た
。

奈
良
で
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
な
く
日
々
欝
々
と
し
て
い
た
宮
廷
人

に
と
っ
て
、

明
日
香
と
い
う
旧
都
は
、
憧
れ
の
土
地
で
あ
っ
た
筈
で

あ
る
。
し
か
も
、
歌
人
と
し
て
は
聖
武
天
皇
の
時
代
に
活
躍
し
て
い

た
に
せ
よ
、
文
武
朝
以
前
の
誕
生
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

赤
人
に
と
っ
て
も
明
日
香
が
故
郷
で
も
あ
っ
た
。
嘗
て
志
貴
皇
子
が

難
波
で
詠
ん
だ
歌
も
あ
る
。
旅
人
も
明
日
香
を
偲
ん
で
い
る
。
明
日
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香
と
は
、
万
葉
集
の
第
三
期
に
属
す
る
歌
人
に
と
っ
て
は
、
故
郷
な

の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
赤
人
は
明
日
香
に
遷
都
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
ま
い

(6) 
か
。
孝
徳
天
皇
の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
は
、
七
年
程
、
天
智

・
弘
文
天

皇
の
近
江
大
津
宮
は
、
六
年
程
そ
れ
ぞ
れ
都
で
あ
り
な
が
ら
明
日
香

に
戻
っ
て
き
た
。
明
日
香
か
ら
離
れ
た
く
て
遷
都
し
た
の
で
あ
る
が
、

ま
た
旧
都
に
復
帰
す
る
。
大
化
の
改
新
に
よ
る
難
波
選
都
、
天
知
日
と

孝
徳
と
の
不
仲
を
暴
露
し
た
明
日
香
遷
都
、
さ
ら
に
白
村
江
の
戦
い

に
破
れ
た
後
の
近
江
遷
都
、
さ
ら
に
壬
申
の
乱
の
争
い
で
勝
利
し
た

明
日
香
遷
都
と
言
う
よ
う
に
、
改
革
が
挫
折
す
る
度
に
、
明
日
香
に

舞
い
戻
っ
て
い
る
。
律
令
制
度
の
発
展
を
国
家
の
根
本
と
し
て
い
な

が
ら
、
精
神
の
拠
り
所
が
明
日
香
に
あ
っ
て
、
律
令
都
市
難
波
、
律

令
都
市
近
江
か
ら
明
日
香
に
遷
都
し
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
飛
鳥
時
代
に
は
、
幾
度
か
明
日
香
か
ら
遷
都
が
試
み

ら
れ
て
い
る
が
、
政
治
的
な
節
目
に
関
わ
る
の
が
明
日
香
か
ら
の
遷

都
で
あ
る
し
、
明
日
香
へ
の
遷
都
で
あ
る
。
難
波
も
近
江
も
近
代
的

な
律
令
体
制
の
為
に
試
み
ら
れ
た
都
で
あ
っ
た
。
明
日
香
の
旧
貴
族

達
か
ら
自
由
に
な
る
た
め
に
遷
都
し
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
赤

人
の
歌
は
人
麻
呂
の
継
承
で
あ
る
。
そ
の
立
場
か
ら
は
、
赤
人
も
平

城
か
ら
明
日
香
に
選
都
す
る
こ
と
を
密
か
に
望
ん
で
い
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
そ
れ
が

「古
思
ほ
ゆ
」
と
い
う
歌
語
に
表
白
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。四

、
「
古

思
ほ
ゆ
」

神
岳
の
登
山
歌
の
特
質
は
、
「
古
思
ほ
ゆ
」
と
言
う
心
情

を

「恋
」
と
言
う
言
葉
で
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
も
指
摘
で
き
る
。
そ

こ
で
赤
人
の
評
価
は
、
霧
旅
乃
至
従
駕
で
の
創
作
に
重
点
が
あ
る
の

で
あ
る
が
、
少
し
く
配
慮
し
た
い
歌
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
相
聞
歌
の

内
容
を
示
し
な
が
ら
巻
一
一
一
の
雑
歌
に
収
め
れ
ら
れ
て
い
る
登
山
歌
で

あ
る
。
岸
田
正
尚
氏
は
、
神
岳
登
山
歌
と
次
に
引
用
す
る
春
日
野
登

(7) 

山
歌
と
が
表
現
構
造
で
同
一
の
も
の
と
し
て
い
る
。

春

日

を

春

日
の
山
の

高

座

の

一一
一
笠
の
山
に
朝
さ
ら
ず

雲
ゐ
た
な
び
き
容
烏
の
聞
な
く
数
鳴
く
雲
居
な
す
心

い
さ
よ
ひ
そ
の
鳥
の
片
恋
の
み
に
昼
は
も

日
の
こ
と

ご
と
夜
は
も
夜
の
こ
と
ご
と
立
ち
て
ゐ
て
思
ひ
そ
わ

が
す
る
逢
は
ぬ
児
ゆ
ゑ
に
(
三
七
二
)

反
歌

高
按
の
三
笠
の
山
に
鳴
く
鳥
の
止
め
ば
継
が
る
る
恋
も
す
る
か

も
(
三
七
三
)

春
日
野
の
歌
が
赤
人
の
典
型
的
な
恋
歌
ら
し
い
雰
囲
気
が
見
ら
れ

る
が
、
相
聞
の
部
に
入
れ
な
か
っ
た
作
家
事
情
と
し
て
、
鈴
木
日
出

男
氏
は

「甘
美
な
風
景
の
謡
歌
」
を
本
質
と
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と

さ
て
、
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理
解
を
示
(向
。
或
い
は
、
貴
族
が
集
う
宴
席
で
の
歌
で
あ
れ
ば
、
雑

歌
の
範
障
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
挽
歌
の
発
想
で
う

た
わ
れ
た
相
聞
の
内
容
は
、
注
目
さ
れ
る
。

一
般
的
に
は
従
駕
な
ど
で
も
恋
歌
の
発
想
を
笠
金
村
な
ど
は
取
り

入
れ
て
い
る
。
赤
人
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
赤
人
長

歌
の
特
徴
を
分
析
し
た
小
野
寛
氏
は
、
そ
の
構
成
か
ら
長
歌
を
四
つ

の
型
を
考
え
て
い
足
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
「
『:
・
:
は
」
型
、
「
:
:
:
に
』

型
、
『
:
:
:
見
れ
ば
』
型
、
「
一
旦
終
始
型
(
二
段
)
」
」
と
呼
称
す
る

が
、
春
日
野
に
登
る
歌
を
一
旦
終
始
型
に
分
類
し
て
い
る
。
神
岳
に

登
る
歌
は
、
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
と
し
て
、
番
外
に
し
た
。
敏
馬

浦
を
過
ぎ
る
時
の
歌
(
六
・
九
四
六
)
を
、
小
野
氏
は

一
日
一終
始
型

に
一
括
分
類
し
て
、
春
日
野
に
登
る
歌
と
同
じ
範
曙
に
入
れ
て
い
る
。

こ
の

一
旦
終
始
型
の
歌
は
、
こ
の
二
群
共
に
赤
人
の
歌
で
は
珍
し
い

相
聞
歌
の
内
容
が
あ
り
、
な
お
恋
歌
の
雰
囲
気
ま
で
も
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
赤
人
に
は
相
聞
の
部
立
に
載
る
歌
が
な
い
。
歌
は
全

て
雑
歌
と
挽
歌
で
あ
る
。
そ
の
挽
歌
も
伝
説
に
素
材
し
た
勝
鹿
真
問

娘
子
に
対
す
る
巻
三
・
四
一一一一

1
四
三
三
番
の
み
で
あ
り
、
他
の
四

十
六
首
は
雑
歌
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
赤
人
の
歌
語
に
は
「
恋
ふ
」
が
少
な
い
。
春
日
野
に
登

る
長
歌
の
第
十
二
句
に
「
片
恋
」
が
使
わ
れ
、
反
歌
も
「
恋
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
赤
人
以
外
の
片
恋
の
歌
人
首
(
二
・

一一

七、

一
九
六
、
八

・
一
四
七
三
、
十

一
・
二
七
九
六
、

二
八
一
五
、
十
二

・

二
九
三
三
、
三

一一

一
、
十
七
・

三
九
二
九
)
に
つ
い
て
考
え
て
み

'-、
。

争
ム
、

ν人
麻
呂
挽
歌
一
九
六
番
に
用
い
ら
れ
て
い
る
片
恋
に
赤
人
の
発
想

が
似
て
い
る
。
こ
の
人
麻
白
歌
は
、
明
日
香
皇
女
の
積
宮
挽
歌
で
あ

り
、
皇
女
の
夫
が
ぬ
え
鳥
の
如
く
、
朝
に
片
恋
し
て
行
っ
た
り
来
た

り
す
る
様
子
が
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
鳥
の
片
恋
と
言
う

こ
と
で
は
、
一
四
七
三
番
も
あ
る
。
こ
の
歌
で
は
不
如
帰
の
片
恋
が

う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
大
伴
旅
人
は
神
亀
五
年
に
大
伴
郎
女
を
亡
く

し
て
い
た
。
京
師
か
ら
太
宰
の
長
官
旅
人
に
勅
使
石
上
堅
魚
が
使
わ

さ
れ
、
そ
の
任
が
終
わ

っ
て
か
ら
宴
が
催
さ
れ
た
時
に
詠
ま
れ
た
旅

人
の
歌
で
あ
る
。
橘
に
郎
女
を
、
そ
し
て
不
如
帰
に
旅
人
が
そ
れ
ぞ

れ
警
え
ら
れ
て
い
る
。
他
の
六
首
は
、
人
間
の
片
恋
を
直
接
い
う
の

で
あ
る
。

人
麻
呂
は
ぬ
え
鳥
の
片
恋
を
夫
の
比
喰
に
、
旅
人
は
不
如
帰
の
片

恋
を
や
は
り
夫
の
比
輸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
亡
き
妻
を
偲
ぶ
の
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
烏
の
片
恋
の
歌
は
三
首
中
で
二
首
が
挽
歌
の
内

容
で
あ
る
。
春
日
野
に
登
る
歌
は
、
対
句
表
現
に
色
濃
く
挽
歌
の
雰

囲
気
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
鳥
の
片
恋
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
に
も

原
因
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
次
ぎ
に
赤
人
用
い
た

「恋」

の
用
例
を

反
歌
三
二
五
番
、
反
歌
三
一
七
三
番
を
除
き
取
り
上
げ
れ
ば
、

30ー



①
あ
し
ひ
き
の
山
桜
花
日
並
べ
て
か
く
咲
き
た
ら
ぽ
い
と
恋
ひ
め

や
も
(
八
・
一
四
二
五
)

②
恋
し
け
ば
形
見
に
せ
む
と
わ
が
屋
戸
に
植
ゑ
し
藤
波
い
ま
咲
き

に
け
り
(
八
・
一
四
七
二

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

赤
人
が
恋
う
対
象
に
選
ん
だ
の
は
、
春
日
野
登
山
歌
の
三
七
三
番

は
、
逢
え
な
い
子
を
対
象
に
し
て
「
恋
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
歌
が
唯
一
赤
人
の
恋
情
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
次
ぎ
に
①
一
四
二

五
番
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
は
四
首
一
組
三
四
二
四
1
一
四
二
七
)

中
の
も
の
で
あ
る
。

最
初
の
一
四
二
四
番
は
、
野
の
へ
の
愛
着
が
一
夜
の
野
宿
に
な
っ

た
、
と
う
た
う
。
期
待
し
た
明
日
が
、
昨
日
と
今
日
も
期
待
は
ず
れ

で
、
益
々
失
望
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
首
は
、
風
狂
と
ま
で
見
な

さ
れ
た
野
宿
が
前
提
に
あ
る
こ
と
で
更
に
む
な
し
さ
が
つ
の
る
。
こ

の
様
に
期
待
と
失
望
の
連
続
の
中
で
、
桜
が
う
た
わ
れ
た
。
山
桜
を

恋
う
る
の
は
、
惨
い
一
生
で
在
る
が
故
に
恋
い
焦
が
れ
る
の
で
あ
る
、

と
す
る
。
桜
花
が
う
た
か
た
の
存
在
で
あ
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
桜
花

が
限
り
な
い
魅
力
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
日
々
に
咲
く
な
ら
ば
、

と
仮
定
の
型
で
問
う
が
、
歌
の
発
想
は
額
田
王
に
返
歌
し
た
大
海
人

皇
子
の
、
「
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
」
(
一
一
一
)
と
言
い
、

下
勾
で
何
で
恋
な
ど
し
よ
う
か
、
と
う
た
う
発
想
に
同
じ
で
あ
る
。

「
日
並
べ
て
か
く
咲
き
た
ら
」
と
い
い
、
そ
の
仮
定
が
成
立
し
な
い

の
で
あ
る
が
故
に
、
即
ち
は
か
な
い
花
の
命
で
散
る
か
ら
、
思
い
焦

が
れ
る
の
で
あ
る
。
花
に
人
の
恋
う
る
心
情
を
重
ね
て
い
る
赤
人
の

美
意
識
が
そ
こ
に
あ
る
。

②

一
四
七
一
香
は
、
不
如
帰
の
鳴
き
声
を
恋
う
る
歌
で
あ
り
、
そ

れ
は
藤
の
咲
く
時
期
と
重
な
る
。
不
如
帰
と
藤
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、

次
の
例
が
あ
る
。

藤
波
の
散
ら
ま
く
惜
し
み
霊
公
鳥
今
城
の
岳
を
鳴
き
て
越
ゆ
な

り

(
十
・
一
九
四
四
)

塞
公
鳥
来
鳴
き
響
す
同
辺
な
る
藤
浪
見
に
は
君
は
来
じ
と
や

(十
・
一
九
九
二

不
如
帰
は
、
卯
の
花
や
橘
が
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
一
般
的

で
あ
る
。
し
か
し
、
藤
波
と
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
赤
人
の
自
賛

が
在
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
類
型
と
言
っ
て
も
決
し
て
単
純
な
踏
襲

に
止
ま
ら
な
い
才
覚
と
努
力
が
そ
こ
に
あ
る
。

「
恋
」
と
言
う
赤
人
が
用
い
た
詩
語
を
見
て
き
た
時
、
彼
は
春
日

野
に
登
る
歌
を
除
い
て
そ
の
対
象
を
女
性
或
い
は
人
間
に
す
る
こ
と

が
な
い
。
春
日
野
に
登
る
歌
は
、
長
歌
「
片
恋
」
の
対
象
が
「
逢
は

ぬ
児
」
で
あ
り
、
反
歌
「
恋
」
の
対
象
も
や
は
り
女
性
で
あ
る
か
ら
、

赤
人
の
歌
で
は
、
正
面
か
ら
女
性
に
対
す
る
恋
情
表
現
を
試
み
た
例

外
的
な
歌
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
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さ
て
、
万
葉
集
に
は
「
古
思
ふ
」
と
い
う
歌
語
は
、
次
の
如
く
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

①
:
:
:
旗
薄

小
竹
を
お
し
な

べ

草

枕

旅

宿
り
せ
ず

古

思
ひ
て
(
一
・
四
五
人
麻
巴
)

②
阿
騎
の
野
に
宿
る
旅
人
打
ち
廃
き
眠
も
寝
ら
め
や
も
古
思
ふ
に

(一

・
四
六

人
麻
目
)

①
磐
代
の
野
中
に
立
て
る
結
び
松
情
も
解
け
ず
古
思
ほ
ゆ

(二・

一
四
四
意
吉
麻
呂
)

④
淡
海
の
海
夕
波
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
情
も
し
の
に
古
思
ほ
ゆ

(三・

二
六
六
人
麻
呂
)

⑤
み
吉
野
の
滝
の
白
波
知
ら
ね
ど
も
語
り
継
げ
ば
古
思
ほ
ゆ
(
三

・

=二

三

土

理
宣
令
)

⑥
玉
く
し
げ
見
諸
戸
山
を
行
き
し
か
ば
面
白
く
し
て
古
思
ほ
ゆ

(七
・

二

一
四
O
古
集
中
の

一
首
)

⑦
:
:
:
処
女
ら
が
奥
津
城
ど
こ
ろ
わ
れ
さ
へ
に
見
れ
ば

悲
し
も
古
思
へ
ば
(
九
・
一
人
O
一
福
麻
呂
)

@
:
・
:
・
朝
宮
に
仕
へ
奉
り
て
吉
野
へ
と
入
り
坐
す
見
れ

ば
古
思
ほ
ゆ
(
十
三
・

三
二
三
O
)

⑨
渋
府
知
の
崎
の
荒
磯
に
寄
す
る
波
い
や
し
く
し
く
に
古
思
ほ
ゆ

(十
七
・

三
九
八
六
家
持
)

以
上
の
用
例
か
ら
は
、
過
去
に
あ
っ
た
姿
形
、
心
情
、
自
然
を
想

定
し
て
昔
の
こ
と
を
思
う
の
が
「
古
思
ふ
」
の
意
味
で
あ
る
。
昔
と

い
っ
て
も
恋
愛
感
情
を
想
定
し
て

「古
お
も
ふ
」
と
言
う
こ
と
は
な

い
。
葦
屋
処
女
を
う
た
っ
た
田
辺
福
麻
日
歌
の
⑦
に
し
て
も
、

勇
ま

し
い
男
ど
も
が
先
を
競
っ
て
奏
聞
し
た
昔
で
あ
っ
て
、
恋
情
を
対
象

に
し
て
い
な
い
。

赤
人
が
神
岳
に
登
っ
て
歌
を
詠
ん
だ
。
そ
の
創
作
の
目
的
は
、
旧

都
明
日
香
を
悲
傷
す
る
も
の
で
あ
る
。
過
ぎ
去
っ
た
明
日
香
を
懐
か

し
む
の
は
、
明
日
香
に
都
が
あ
っ
た
天
武

・
持
続
朝
時
代
と
赤
人
が

活
躍
し
た
奈
良
時
代
に
ず
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
本
質
は
人
麻

日
が
試
み
た
近
江
荒
都
歌
の
再
現
と
し
て
明
日
香
荒
都
歌
の
誕
生
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
永
遠
で
あ
る
は
ず
の
明
日
香
の
自
然
は
、
嘗
て

存
在
し
た
ま
ま
の
自
然
で
は
な
い
く
、
異
質
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
彼
の
心
情
は
鎮
魂
に
向
か
わ
ず
、
あ
る
べ
き
自
己
の

存
在
が
理
想
と
す
る
姿
を
古
京
明
日
香
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
「
古
思
ふ
」
を

一
人
寂
し
く
人
を
求
め
る
恋
情
を
表
現
す
る
「
恋

に
あ
ら
な
く
に
」
と
結
び
つ
い
た
。
ま
た
、
明
日
香
川
に
い
つ
も
か

か
る
霧
の
如
く
に
は
れ
な
い
こ
と
を
「
川
淀
去
ら
ず
立
つ
霧
」
と
言

う
。
そ
れ
は
、

川
淀
に
霧
が
止
ま
り
ゃ
す
い
こ
と
を
観
察
し
て
知
っ

て
い
る
赤
人
の
確
か
な
目
を
認
め
得
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
反
歌
は
、

川
霧
が
川
淀
に
止
ま
り
ゃ
す
い
と
い
う
自
然
の
微
妙
な

機
微
を
描
写
し
た
良
い
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
懐
旧
の
気
持
ち
を
恋
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情
で
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
、
人
麻
呂
の
伝
統
か
ら
一
歩
放
た
れ
た
展

開
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
永
遠
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

理
想
を
探
す
と
い
う
内
容
に
な

っ
た
。
鎮
魂
が
天
国
を
見
い
だ
そ
う

と
変
質
し
た
の
で
あ
る
。

赤
人
の
根
底
に
は
、
遅
れ
て
生
ま
れ
た
人
と
一
言
う
感
情
に
充
ち
て

い
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
人
麻
自
の
時
代
で
あ
れ
ば
、
宮
廷
歌
人
は

た
め
ら
う
こ
と
な
く
賛
仰
の
精
神
で
歌
を
う
た
え
た
。
と
こ
ろ
が
、

聖
武
天
皇
は
、
行
幸
従
駕
の
作
を
求
め
て
も
、
天
平
と
い
う
律
令
体

制
の
な
か
に
あ
る
。
唐
を
模
倣
し
た
文
化
の
時
代
、
漢
詩
が
宮
廷
文

学
の
大
通
り
と
な
っ
て
い
た
。
彼
の
懐
古
の
心
情
と
は
、
人
麻
呂
時

代
に
戻
り
た
い
、
と
言
う
こ
と
で
は
な
か

っ
た
の
か
。
遅
れ
て
誕
生

し
た
と
い
う
気
持
ち
が
故
郷
明
日
香
に
強
い
憧
れ
を
抱
か
せ
た
の
で

ふめる
。
例
え
ば
、
大
宰
府
で
小
野
老
が
、

あ
お
に
よ
し
寧
楽
の
京
師
は
咲
く
花
の
薫
ふ
が
ご
と
く
今
盛
り

な
り

さ一

・
三
二
八
)

と
う
た
う
平
城
京
に
対
し
て
、
大
伴
旅
人
が
「
故
り
に
し
郷
し
」

(
三
・
三
三
二
一
)
と
い
う
の
は
、

わ
す
れ
草
わ
が
紐
に
付
く
香
具
山
の
故
り
に
し
里
を
忘
れ
む
が

た
め

(三
・

三
三
四
)

と
あ
る
香
具
山
に
代
表
さ
れ
た
明
日
香
で
あ
る
。

地
方
官
で
あ
る
貴
族
が
願
う
こ
と
は
、
帰
郷
で
あ
っ
た
。
旅
人
も

神
亀
四
年
頃
か
ら
天
平
年
ま
で
が
大
宰
府
の
長
官
で
あ
っ
た
。
彼
が

奈
良
で
は
な
く
、
明
日
香
に
故
郷
を
求
め
て
い
る
の
も
平
城
京
で
の

不
遇
に
原
因
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
故
郷
と
し
て
登
場
し
て
い
る

場
所
は
、

「亀
の
小
河
」
(
三
一
一一
一
)
「
香
具
山
」
(
一
二
三
四
)
「
わ
だ

瀬
」
(
一
二
三
五
)
等
で
あ
る
。

結

ぴ

山
部
赤
人
は
、
二
首
の
登
山
長
歌
を
創
作
し
て
い
た
。
ど
ち
ら
の

作
品
に
も
「
恋
ひ
」
等
の
歌
語
を
用
い
て
い
た
。
春
日
野
に
登
る
の

歌
は
、
相
聞
歌
の
形
式
を
踏
ま
え
つ
つ
、

春
愁
詩
の
系
譜
に
あ
る
。

人
麻
呂
の
作
品
で
は
、
石
見
相
聞
歌
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
良
い
。

一
方
神
岳
の
登
山
歌
は
、
同
じ
く
人
麻
自
の
近
江
荒
都
歌
の
影
響
に

あ
り
、
過
去
と
現
在
の
対
比
が
古
を
思
い
出
さ
せ
て
、
明
日
香
の
里

が
悲
し
み
を
つ
の
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
神
岳
の
登
山
歌
と
は
、
赤
人

の
明
日
香
の
里
に
再
び
都
が
遷
都
す
る
希
望
を
含
み
持
つ
。
人
麻
呂

近
江
荒
都
歌
が
昔
の
人
を
鎮
魂
す
る
主
題
で
あ
る
時
、
赤
人
の
神
岳

登
山
歌
は
明
確
に
主
題
を
異
と
す
る
。
都
の
復
活
を
望
む
と
い
う
主

題
は
、
赤
人
の
独
自
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
麻
巨
は
今
と
昔
の

明
確
な
対
立
が
あ
り
、
今
が
荒
廃
し
て
い
る
時
で
あ
る
と
い
う
自
覚

が
あ
る
。
赤
人
に
は
、
今
と
昔
の
違
い
を
認
め
て
も
、
明
日
香
古
京



の
現
状
が
荒
廃
し
て
い
る
と
き
守
つ
認
識
に
な
い
。

さ
て
、
登
山
歌
と
し
て
の
独
自
性
と
も
言
う
べ
き
性
格
が
赤
人
の

こ
の
神
岳
登
山
歌
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
対
句
が
朝
雲
と

タ
霧
、
鶴
と
河
蝦
を
い
う
風
物
を
対
比
さ
せ
て
立
体
的
に
描
写
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
赤
人
の
他
の
作
品
と
比
較
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、

登
山
と
い
う
行
為
か
ら
生
ま
れ
た
観
察
に
基
づ
く
性
格
も
認
め
た
い
。

或
い
は
反
歌
に
あ
る
川
淀
を
離
れ
ず
立
つ
霧
と
い
う
表
現
の
確
か
さ

も
鳥
敵
す
る
目
か
ら
生
じ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た、

眼
前
の

景
を
序
と
し
て
い
る
明
日
香
京
師
の
描
写
に
し
て
も
、
対
句
の
冴
え

渡
っ
た
表
現
に
し
て
も
、
平
地
か
ら
の
発
想
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
即
ち
、

山
か
ら
見
た
自
然
を
、
或
は
高
い
と
こ
ろ
か
ら

見
て
村
里
を
描
く
と
言
う
こ
と
は
、
物
見
の
発
想
が
そ
こ
に
あ
る
、

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

赤
人
は
、
神
岳
に
登
っ
た
。
そ
し
て
、
赤
人
は
鳥
搬
図
的
な
描
写

を
も
獲
得
し
て
長
歌
の
表
現
に
新
し
い
領
域
を
開
拓
し
て
い
た
の
で

あ
る
。〈注

〉

(1
)

「『赤
人
の
恋
』
|
神
岳
と
春
日
野
で
う
た
わ
れ
た
こ
と
|
」
(
「並

木
の
里
」

三
五
号
)

(
2
)

神
岳
が
雷
丘
か
、
甘
橿
の
丘
か
と
言
う
問
題
は
、
こ
の
論
旨
に
結

び
つ
か
な
い
の
で
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

天
皇
が
庵
に
宿
泊
さ
れ
た
雷
の
丘
に
興
味
が
あ
る
。

(
3
)

『古
典
鑑
賞
万
葉
の
長
歌
上
」

一
五
八
頁

(4
)

「
万
葉
集
釈
注

(二)』

一
六
一
頁

(5
)

「山
部
赤
人
の
長
歌
の
構
成
」
(
「
駒
沢
国
文
」
一
八
号
)

(
6
)

山
崎
馨
氏
は
、

「山
部
赤
人
と
聖
武
朝
」

(「
国
文
学
」

一一一一一
l
l

五
)

で
赤
人
と
難
波
宮
造
営
と
の
結
び
つ
き
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
要
は
、

赤
人
が
平
城
京
で
不
平
不
満
を
持
っ
て
作
歌
し
て
い
た
と
指
摘
し
た

い
の
で
あ
る
が
、
難
波
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
問
題
で

あ
る
。

(7
)
 

(8) 

(9) 

34一

注
1
に
同
じ
。

「山
部
赤
人
の
技
巧
」

(「
万
葉
集
を
学
ぶ

注
5
に
同
じ
。

第
三
集
』
所
収
)


